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情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す

る
□ 

 

第
一
条
の
う
ち
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
十
八
条
第
二
項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
項
中
□
対
し
□
の
下
に

□
□
一
年
を
超
え
な
い
期
間
を
定
め
て
□
を
加
え
る
□ 

 

第
一
条
の
う
ち
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
十
九
条
第
二
項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
項
中
□
そ
の
旨
□
の
下

に
□
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
り
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
命
ず
る
期
間
□
を
加
え
る
□ 

 

第
二
条
の
う
ち
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
改
正
規
定
中
□
及
び
第
三
項
□
を
削
り
□
□
改
め
□
の

下
に
□
□
同
条
第
三
項
中
□
同
条
□
を
□
同
条
第
一
項
□
に
□
□
同
項
□
を
□
同
条
第
三
項
□
に
□
□
記
載
し
な
け
れ
ば
□
を

□
記
載
し
□
又
は
記
録
し
な
け
れ
ば
□
に
改
め
□
を
加
え
る
□ 

 

附
則
第
一
条
第
一
号
中
□
及
び
第
三
十
九
条
□
を
□
□
第
三
十
九
条
及
び
第
四
十
一
条
□
に
改
め
□
同
条
第
三
号
中
□
並
び

に
附
則
第
三
十
八
条
□
を
□
□
附
則
第
三
十
八
条
□
に
改
め
□
□
第
二
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
□
の
下
に
□
並

び
に
附
則
第
四
十
条
の
規
定
□
を
加
え
る
□ 



 

  
 

二

 
附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
□ 

 

□
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
等
に
お
け
る
留
意
事
項
□ 

第
四
十
条 
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
□
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
第
百
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
電

磁
的
記
録
提
供
命
令
を
い
う
□
□
に
よ
り
電
磁
的
記
録
を
提
供
さ
せ
□
又
は
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
押
収
す
る
に

当
た
□
て
は
□
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て
個
人
情
報
の
保
護
が
よ
り
重
要
と
な
□
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
□
で
き
る
限
り
被
告

事
件
又
は
被
疑
事
件
と
関
連
性
を
有
し
な
い
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
□
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
□ 

 

□
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
に
係
る
取
組
の
推
進
□ 

第
四
十
一
条 

政
府
は
□
被
告
人
又
は
被
疑
者
□
以
下
□
被
告
人
等
□
と
い
う
□
□
に
と
□
て
□
弁
護
人
又
は
弁
護
人
を
選
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
依
頼
に
よ
り
弁
護
人
と
な
ろ
う
と
す
る
者
□
弁
護
士
で
な
い
者
に
あ
□
て
は
□
刑
事
訴
訟
法
第
三

十
一
条
第
二
項
の
許
可
が
あ
□
た
後
に
限
る
□
□
□
以
下
□
弁
護
人
等
□
と
い
う
□
□
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
□
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
接
見
の
ほ
か
に
□
身
体
の
拘
束
を
受
け
て
い
る
被
告
人
等
と
弁

護
人
等
と
の
間
に
お
け
る
映
像
と
音
声
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
を
可
能
と
す
る
た
め
の
運
用
上
の
措
置
に
つ
い
て
□
地
域
の



  
 

三

実
情
を
踏
ま
え
□
被
告
人
等
と
弁
護
人
等
と
の
間
の
秘
密
の
確
保
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
不
正
行
為
等
の
防
止
に
万
全
を
期

し
つ
つ
□
必
要
な
取
組
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
□ 


